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令和６年度 第２回豊明市障害者地域自立支援協議会 議事録 
 

令和７年２月２１日（金） 
午後２時２０分〜午後４時２０分 
総合福祉会館３階 大会議室 

 
【出席委員（敬称略）】 
 （会長）加藤 誠 （副会長）佐藤 久義 

宇佐美 すみれ、井手 亮介、笠原 尚志、佐藤 花織、鈴木 智博、早川 要、平野 雅紀、尾﨑 芳美 
 ＜計 10 名＞ 

 
【欠席委員（敬称略）】 
 小林 真人、小崎 真、涌田 裕一、住田 敦子、藤田 潔 
 ＜計 ５名＞ 
 
【評価対象事業所（敬称略）】 

グループホームふわふわ豊明 丹羽 渉、晝河 幸代、那須 裕佳 
 
【事務局】 
 （健康福祉部長）中村 泰正 
 （地域福祉課）小野寺 良夫、若井 雅宏、汲田 友佑 
 （子育て支援課）松村 清子、川口 真也 
 （障がい者基幹相談支援センターフィット）磯貝 信美、髙木 剛志、伊藤 幸英、山本 真永美 
 （児童発達支援センターどんぐり）大谷 真弘 
  
【傍聴】 
 3 名 
 
あいさつ 
会 長：県としても、障がい福祉サービス事業所に対する運営指導と監査に力を入れていく方向と聞いて

いる。本日の議題にも事業の評価があり、委員の皆様にはしっかりと評価していただきたい。 
 
議事 
議題１ 日中サービス支援型共同生活援助事業の評価について〔評価〕 
事務局：（「資料１」５・６頁の説明） 
事業所：（「資料１」１〜４頁の説明）  
会 長：ただいまの説明で、何かご質問、ご意見があればお願いしたい。 
委 員：人員配置は基準を満たしているか。 
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事業所：基本的には満たしている。ただし、夜勤で急な欠員に対応できない日がある。人員確保が課題で
あると認識している。 

委 員：人員確保が非常に厳しいことは承知している。経営母体が変わると聞いているが、人員増員等に
ついて、現場の課題をしっかりと伝え、要望が通りやすい体制になるという認識でよいか。 

事業所：おっしゃるとおり、新法人とは人員配置と運営基準を最重要課題として協議していく。 
委 員：具体的な人員確保策はあるか。虐待防止のための取り組みなどの計画はどうか。新しい経営母体

から、新年度に向けての事業計画はどの程度示されているのか。 
事業所：求人媒体を活用して人員確保に努めていきたい。虐待防止の取り組みとしては、年間を通じて研

修を実施している。この研修を通じて、職員の権利擁護意識の醸成を図っていく。新年度に向け
ての事業計画は具体的には示されていない。 

委 員：実際に虐待自体はあったのか。 
事業所：直近で、虐待通報が１件あった。 
委 員：保護者とはどのような感じで連携を取っているか。 
事業所：随時、保護者の方とは連絡を取り合っている。何かが変わるときには必ず保護者に伝えている。 
会 長：その他、ご質問、ご意見があればお願いしたい。（なし） 

それでは、委員の皆様に評価をしていただきますので、事業所の方は退席をお願いしたい。 
（事業所は退席） 

事務局：事業評価シートのそれぞれの評価項目に対して、取組内容が優れていると評価できれば「A」、
事業の制度や趣旨を理解し取り組んでいると評価できれば「B」、取組内容が十分でなく改善が
必要であれば「C」に〇印を、また、助言などがあれば、裏面の「評価内容、要望及び助言」欄
に忌憚のないご意見を記入願いたい。なお、集計結果については、次回の協議会にて報告する。 

 
議題２ 基幹相談支援センターフィットの活動報告について〔報告〕 
事務局：（「資料２−１」「資料２−２」「資料２−３」の説明）  
会 長：ただいまの説明で、何かご質問、ご意見があればお願いしたい。（特になし） 
 
議題３ 児童発達支援センターどんぐりの活動報告について〔報告〕 
事務局：（「資料３」の説明）  
会 長：ただいまの説明で、何かご質問、ご意見があればお願いしたい。（特になし） 
 
議題４ おとな部会の活動報告について〔報告〕 
事務局：（「資料４−１」「資料４−２」「資料４−３」の説明）  
会 長：ただいまの説明で、何かご質問、ご意見があればお願いしたい。（特になし） 
 
議題５ 子ども部会の活動報告について〔報告〕 
事務局：（「資料５」の説明） 
会 長：ただいまの説明で、何かご質問、ご意見があればお願いしたい。（特になし） 
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議題６ 各ＰＴ及び検討チームの活動報告について〔報告〕 
事務局：（「資料６−１」「資料６−２」「資料６−３」の説明）  
会 長：ただいまの説明で、何かご質問、ご意見があればお願いしたい。（特になし） 
 
議題７ 令和 7 年度の自立支援協議会の体系について〔決議〕 
事務局：（「資料７」の説明） 
会 長：令和 7 年度の本協議会の体系としまして、主な変更点は、運営会議を今年度の４回から 6 回に

開催回数を増やして、特に地域課題の解決に向けて、より一層協議の場をつくっていくこと、就
労検討チームを部会に位置づけて、障がい者の自立を一層目指していくことという事務局の案
ですが、何かご質問、ご意見があればお願いしたい。 

委 員：就労支援部会を立ち上げるということだが、具体的にはどのようなことを検討していくのか。 
また、商工会と連携して何かできないか。 

事務局：就労検討チームとしての今年度の活動として、コアメンバーで課題を洗い出していく中で、働き
たい障がい者と働く場とのマッチングがなかなかできていないということが課題として見えて
きたため、就職する前の働く体験の場の創出や移動支援ができないかなどについて、より具体的
に検討していく。また、令和 7 年度から就労選択支援事業が新設され、就労アセスメントによ
り、障がい者本人が就労先や働き方についてよりよい選択ができるよう、働く場とのマッチング 
についても検討していく。商工会の皆様との連携についても検討していきたい。 

会 長：その他、ご質問、ご意見があればお願いしたい。（なし） 
それでは、決議案件のため、事務局案に賛成の方の挙手をお願いしたい。（全員挙手） 
全員賛成のため、議題７については可決とする。しっかり進めていただきたい。 

 
【次回】令和 7 年９月頃、令和７年度第１回豊明市障害者地域自立支援協議会を開催予定。 
 

以上 


